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	NXF は、広範囲の生理学的イベントや発達イベントに関与する転写制御因子の基本ヘリックス-ループ-ヘリックス-PER (MIM 602260)-ARNT (MIM 126110)-SIM (SIM2、MIM 600892 を参照) (bHLH-PAS) クラスのメンバーです (Ooe ら、2004 [PubMed 14701734])。[OMIM 提供、2008 年 3 月]、機能:ARNT の存在下で転写活性化因子として機能します。 CME（中枢神経系正中線エンハンサー）エレメントとドレブリン遺伝子の発現を活性化することができる。,類似性：1つの基本ヘリックス・ループ・ヘリックス（bHLH）ドメインを含む。,類似性：1つのPAC（PAS関連C末端）ドメインを含む。,類似性：2つのPAS（PER-ARNT-SIM）ドメインを含む。,サブユニット：効率的なDNA結合には、別のbHLHタンパク質との二量体形成が必要である。ARNTとヘテロ二量体を形成する。,組織特異性：脳。,
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	NPAS4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

